
Hyogo Prefecture

ひょうご産業SDGs認証事業
～県内６企業を初の“ゴールドステージ”企業として決定～

01

（２）認証要件

① ひょうご産業SDGs推進宣言企業であること 宣言企業：1,124社（R5.11末時点）

② 社会・経済・環境に関する全30項目のチェックシートにより、自社のSDGsの取組を自己評価

③ 今後5年以内に目指す目標を３つ設定し、具体的な取組を明示

④ ひょうごSDGs Hubへ参画

（３）認証区分とインセンティブ

認証区分 チェックシート インセンティブ

最
上
位

25項目以上／30項目

(a) 大規模展示会への優先出展
(b) 合同企業説明会への優先出展
(c) 学生による企業のSDGs取組PR動画作成

上

位
20項目以上／30項目

(d) 兵庫県信用保証協会によるSDGs社債保証が利用可能
（社債発行の際の保証料率平均25%割引）

標

準
10項目以上／30項目

(e)知事名による認証書を交付
(f) 中小企業融資制度に、低利融資メニュー『SDGs支援貸付』を創設

（貸付利率0.9%、保証料率20％割引）

スタンダード
ステージ

★

アドバンスト
ステージ
★★

ゴールド
ステージ
★★★

※(a)～(c)のいずれか一つ

※(e)と(f)の両方

１ 制度概要

（１）認証事業の創設

兵庫県兵庫県商工会
連合会

兵庫県中小
企業家同友会

兵庫県経営者協会
兵庫工業会

兵庫県商工会議所
連合会

兵庫県中小企業
団体中央会

（神戸経済同友会）

経済同友会

・都道府県では近畿初となるSDGs認証事業を創設（令和５年８月）

・創設記念フォーラムを県と主要経済団体の共催により開催

・募集期間：8月22日～9月22日

＜齋藤知事、慶應大･蟹江教授が
出席したフォーラム＞
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「ひょうご産業SDGs認証事業審査会」(委員長:大阪大学 田和正裕教授）において

85社（都道府県レベルでは全国１位）を認証し、うち６社を最上位のゴールド

ステージで認証することを決定（アドバンストステージ17社、スタンダードステージ62社）
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(株)神戸酒心館
（神戸市、酒造業）

･100%再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰとｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰ
ﾄﾗﾙな都市ｶﾞｽへの転換により
CO2排出ｾﾞﾛの日本酒製造を実現

･酒粕を就労支援ｾﾝﾀｰの酒粕ﾊﾞﾀｰ
ｸｯｷｰとして再利用し、食品ﾛｽ削減
と障がい者の工賃ｱｯﾌﾟを実現

(株)ソーイング竹内
（多可町、繊維製品製造加工卸売業）

浜田化学(株)
（尼崎市、廃食用油･食品ﾘｻｲｸﾙ業）

･飲食店等から回収した廃食用油
を、ﾊﾝﾄﾞｿｰﾌﾟとして再び店舗へ
提供し自己循環型ﾘｻｲｸﾙを実現

･廃食用油のﾘｻｲｸﾙによるﾊﾞｲｵﾎﾟﾘ
ﾏｰを原料とした、海水中での生
分解が速いﾌﾟﾗｽﾁｯｸの開発に貢献

･廃棄生地を生かしたｱｯﾌﾟｻｲｸﾙ
製品(工業用機械部品等)につ
いて地域を上げた取組を推進

･ｺﾛﾅ禍に安心安全な繊維を用い
た不織布ﾏｽｸの生産を開始し、
地元自治体等へ寄贈

美樹工業(株)
（姫路市、総合建設業）

(株)ホテルニューアワジ
（洲本市、宿泊業）

(株)香山組
（尼崎市、総合建設業）

･ため池を活用した水上太陽光
発電所や、PPAの拡大に取り組
み、ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙの推進に貢献

･社内にSDGs委員会を発足し、
ぬりえｱｰﾄｺﾝﾃｽﾄやﾌｰﾄﾞﾗｲﾌﾞ活
動等を考案して継続的に実施

･経営難･廃業に陥った宿泊施設
を再生･ﾘﾌﾞﾗﾝﾄﾞし、持続可能
な地域経済へ貢献

･地産地消に拘った食材により
地域活性化を図るとともに、
ﾌｰﾄﾞﾏｲﾚｰｼﾞと食品ﾛｽを削減

･技術者の書類業務をﾜｰｸｼｪｱ
する｢建設ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ｣を導入し、
働き方改革や女性活躍を推進

･3Dﾓﾃﾞﾙやｳｪｱﾗﾌﾞﾙｶﾒﾗ等による
ｲﾝﾌﾗDX、若手会議･女性会議
による職場環境改善等を推進

廃棄生地を生かしてｱｯﾌﾟｻｲｸﾙを推進 廃食用油による自己循環型ﾘｻｲｸﾙを実現世界初カーボンゼロの日本酒を開発

宿泊施設をﾘﾌﾞﾗﾝﾄﾞして地域経済へ貢献 建設ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ導入で働き方改革等を推進PPA拡大によりｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ推進に貢献

【参考】 次回募集期間：12月15日(金) ～ １月15日(月)

【ゴールドステージの６社】

２ 認証企業の決定
【ゴールドステージ記念盾】

･兵庫県産ヒノキ建材から
出た端材の有効活用に
より廃棄ロスに貢献

･ひょうごの木製品マイス
ター登録企業が制作
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【参考】宣言企業数トップ5(R5.11末)

① 長野県 2,153社（H31.4開始）

② 熊本県 2,136社（R3.1開始）

③ 千葉県 1,996社（R3.1開始）

④ 岐阜県 1,473社（R2.4開始）

⑤ 埼玉県 1,373社（R3.1開始）

⑨ 兵庫県 1,124社（R4.6開始)
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ひょうご産業SDGs推進宣言企業数の推移
(社)

(第1回)

R4年度
10月

R5
1月

R5
5月

R4
9月

R4
6月

(第2回) (第3回) (第4回) (第5回)

1,124

617

391

295

143

約2,000社

R5年度R4年度

･5月「SDGs未来都市」「自治体SDGsモデル事業」に選定
･8月 SDGs認証事業創設記念フォーラムを経済７団体と共催
･県やひょうご産業活性化ｾﾝﾀｰが県内各地で計16回のSDGsｾﾐﾅｰを開催

第1～5回の平均伸び率を維持

R5
5月

R4
9月

(第7回) (第8回)

R6年度
R4
1月

(第6回)

R4 
1月

(第9回)

･R5年4月より、商工会・商工会議所による
精力的な会員企業への周知スタート

R4～6(3年間合計)目標800社は、
R5年9月時点で既に達成

<R6年度末の新たな目標値＞

03
＜問い合わせ先＞産業労働部地域経済課 TEL 078-362-3515
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